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エレベーターの管制運転とその監視システム
EmergencY Controland SupervisorY SYStemS for Elevators

近年,大規模ビルの防災上のニーズから,非常時でのエレベーターの管制制御方

式とエレベーター監視盤を中心とした監視システムが急速に普及してきており,その

機能の高度化も目覚ましいものがある｡

ここでは,エレベーターの管制運転の概要と,これらを集中監視･管制する監視

盤,通報装置などの役割をまとめ,エレベータ【監視システムの全貌を紹介した｡

更に,最近の動向として,ビル総合制御用コンピュータとの連動による監視シス

テムの実例と,将来の展望についても触れる｡

n 緒 言

ビル内の交通機関としてエレベーターの重要性が高まった

近年,非′削寺でのエレベーターの運転制御やその動作状況を

的確に把指するシステムのこ-ズが高まっている｡すなわち,

地誌主･火災･停電などの非常時の管制運転やエレベーター監

視盤を中心とした監硯システムを設置する例が急増しており,

またその機能も高度化してきている｡

我が国で高層建築物(高さ31mを超えるもの)及び地▲卜街

(床面積の合計1,000m2を超えるもの)は,｢建築恭準法+によ

り中央管理室(【妨災センター)を設置すべきことが規定されて

いる｡また,消防当局も防災システムの設置を従来にまして

強く指導しており,ビルの用途･形態によっては,法規制外

のビルにあっても.建築計画の巾で防災センターの設置を検

討するケースが印加している｡ニのようなニーズに対応して

エレベ→ターの各植の管制運転方式が開発されてきた｡

従来エレベーターメーカーによってその動作と機能に若十

の差異がみられていたが,現在はこれらの運転三方式を日本エ

レベータ協会が標準(JEAS)として非常用エレベーター,及

び地2三･火災管音別運転の内容を統一一している｡

一一方､ユレベmター管制運転の指令系統をつかさどるとと

もに,エレベⅥターの動作状態を監視する目的でr妨災センタ

ーに設けられる監視盤を中心とする監視システムについては,

系統的にまとめられて発表されていないのが現状である｡

本稿では,管制運転の概要,監視盤とその付滞機器である

通報装置などの構成や二役割について紹介し,ビル防災システ

ム又はビル管理システムの計画の参考に供した｡

凶 エレベーター管制運転の概要

エレベーターは縦の交通機関として重要な役て別を果たして

いるので,非常時でもビルの防災･管理システムと密接に結

びつきその機能を効果的に果たすとともに,安全性について

十分の配旛が必要である｡各種の管制運転はこの目的をもっ

た制御方式であり,ビルの規寸莫･用途･環J寛条件などによっ

て変化するが,これらのうち代表的な運転制御方式について

次に述べる｡

2.1防災システムに関連したエレベーターの管制運転

非ノ常時(地震･火災･停電など)でのビルの防災上の問題は,

エレベーターと密接に関連をもっている｡昭和46年の｢建築
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基準法+の改正に作って,高層ビルに対し,消防活動のでき

る機能をもった｢非常用エレベーータ【+の設置が法制化され

た｡このはかにもエレベーター利用者の安全を確保する各柁

の逆転制御が検討され,昭和47年,日本エレベータ協会によ

って各種の管制道転方式について仕様の統一-･が図られた｡日

立製作所では,このエレベータ協会統一仕様に畔拠した管制

運転方式を採川したほか,停電時での自ノ家莞う宜′右腹による

エレベータ【管制連転についても標準を定め多数納入して

いる｡

(1)非′削円エレベーター1)

非常用エレベーターの北本制御は,火災発生時での消l坊l塚

上iによる糾期消火柄動に対しエレベ【ターを利用できること

をねらいとしたもので,専用スイッチにより運転中のエレベ

Ⅷタ【を直ちに避難階まで直行付着させ,その後は,かご呼

びだけに応じて運転するシステムに切り替える｡更に,消火

活動によって環境条件が変化することも考慮に入れて,昇降

路が完王水した場合にも電気機器が直ちに影響されないようl∽

滴構造を採用するとともに,ノノーーの故障の際には,逆転‾瀦で

ある消防士の判断で安全を確保できる範阿の機器放l埠であれ

ば,これらの故障した機器を切r)離Lて運転できる機能(∴

ニ欠消防逆転)をもたせてある｡

(2)地志管制運転2)

地震管制運転の制御目的は,強度の地震によってエレベ】

ターの機器に異常が生じ,二次災害を引き起こすことを防+1二

することにある｡このため,感震器により地ゴミを自動的に感

知し,エレベ叩ターを速やかに最寄りのド皆に停止させたり,

急行ド皆を走行中の場合は,直ちに非常停止させたのち,束り

かごとつりあいおもりとがすれ違わなし､方向に泣ご#リ1;皆まで

低速度で運転する｡階床に到着して戸閲し衆客を降ろしたの

ちは,再起動不吋能とする｡地岩後には,専Plけ支術老によっ

て十分に点検を行なったのち遵転を再開する(つ

(3)火災管制運転

火災管制運転の制御目的は,エレベータ【を速やかに避雉

階に帖漬させ乗客を安全な場所に降ろすとともに,その後ほ

エレベーターを利用できないようにすることにある｡この;別

御のブロックダイヤグラムを図=に示した｡上井｢F】のエレベ

ーターは,二最寄I)階に停止後,戸を開けずに反転し避難階へ
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各グループごとに全エ

レベーターが,一斉に

避難階に直行帰着,戸

開15～20秒後,戸閉し

休止(かご内で開ボタ

ンを押すと戸開)｡

｢帰着スイッチ+

(自家発電)

1
(火災発生)

去
q+自動

8
(自家発電管制スイッチ)

｢手動+

轡着
｢帰着+

選択されたエレベータ

ーだけ避難階に直行帰
着,戸開15､20秒後,戸

閉し休止(かご内で開ボ

タンを押すと戸閑)｡

｢自動+

各グループごとに1台

ずつ順次避難暗に直行

帰着,戸開15～20秒後,

戸閉し休止(かご内で

開ボタンを押すと戸開)｡

運転指令を受けても所

定時限走行不能なエレ

ベーターは,運転指令

を取り消L,次のエレ

ベーターに運転指令を

与える｡

グループ内の運転可能

なエレベーター全台が,

避難暗に帰着後,休止｡

(火災管制運転完了)

図l 火災管制遷幸云ブロックダイヤグラム 火災発生時には.防災

センターに設けたスイッチを才乗作すると,すべてのエレベーターは避難暗に帰

着Lて運転を休止する｡停電が併発Lているときには,自家発電設備の容量の

範囲に見合って順三欠帰着指令を与える｡

直行する｡下降中のエレベーターは,途中l掛二は停.Ⅰとせずに,

また戸間中のエレベーターは直ちに戸閉して所定の避難階へ

直行し以後は運転を休止する｡この運転は火災時にエレベー

ターの機能を迅速に停止するもので,避難客を輸送すること

は考慮していない｡その王里由は,エレベーターはパニック状

態の避難零の殺到に対応しきれないことから,かえって災苫

を大きくする恐れが十分号えられるからである｡

火災発生時の対J芯の仕方は管理者によるご状況の判断が必要

であり,この意味からエレベーターはビル防災システムの--･

環として組み込まれ,中央防災体系からの管制指令によって

運転･休止を行なえるようにしているものである｡

(4)自一家発電管音別運転

停電が丘時｢朴二わたって発生すると,ビル機能が麻埠L混
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切

(買電停電)

全エレベーター停止

(自家発電確立)

手動

ロ

自動

一斉音声放送

(自家発電管制運転スイッチ)

申
｢手軌 ｢自動+

幸帰着(帰着スイッチ)

選択されたエレベーターだけ避難

階に直行帰着,戸関15～20秒後,

戸閉,休止(かご内で開ボタンを押
すと戸開)｡

各グループごとに1台ずつ順次避

難階に直行帰着,戸関15-20秒後,

戸閉,休止(かご内で開ボタンを押

すと戸開)｡

運転指令を受けても所定時限走行

不能なエレベーターは,運転指令

を取り消し,次のエレベーターに

運転指令を与える｡

グループ内の運転可能なエレベー

ター全台が,避難階に帰着完了｡

切

(3
継続

(継続スイッチ)

｢切+ ｢継続+

避難階で戸閉したまま休止 買電のときと同様に運転を継続

(買電復帰)

買電復帰により運転中の全エレベーターがいったん停止

平常運転

図2 自家発電管制運転ブロックダイヤグラム(自動･手動帰着選

択方式) 停電時には,自家発電電源によってエレベーターを所定の暗に帰

着させるが,電源容量に見合った台数が運転するようプログラム化Lてある｡

必要ならば,選択スイッチにより特定のエレベーターを優先させたり,通常の

サービスを継未完するよう指令することがてきる｡

乱を研く恐れがある｡人規模ビルでは,防災上からビル機能

を故紙限維持できるように照明･空調･給水などに給電する

非常電子原設備をもっているが,エレベーターに対してもあら

かじめ供給計画を立てるのが一般的である｡これは,悼1蛋に

よるエレベーター内の乗客の閉じ込めを解消するばかりでな

く,交通千f立としてエレベータ【が欠かせぬため,放小限の

子‡数を稼動させておく必要があるからである｡

自`家発電管制運転は,二泣小限の電力供給で一枚も効率よくか

つ迅速に緊急体制を整えられるようエレベータMを制御する

ことが目的である｡一般には,エレベーターのブル【プ(サ

ービス隅が同一なエレベーター群)ごとに各1子iの運転が可

能な′i五臓容量を準備しておき,停電によって停止したエレベ

ータ【を順次避難階に付着させて来芥を救出する｡仝台が小りチ



前後は,非甘交通手段としてグループごとに各1f‾丁のエレベ

ーターをサービスニ状態に指令する｡二のような制御は,エレ

ベーターf;数が多くなると管埋肴の判断だけでは迅連な処市

がとりにくくなるので,あらかじめプログラム化した指令に

従って自動的に行なえるようにしている｡

図2に,標射1勺なF′Ⅰ家発`i荘管制逆転のブロックダイヤグラ

ムをホした-_)

2.2 管理システムに関連したエレベーターの管制運転

防災+二の観点とは別に,乎瑞■時でも,ビルの効率的連用を

1ズⅠったリサービスを蚤点化したI),ビル管理の向からエレベ

ーターの逆転に特別の制御を付加する要求がこ拉近高まっている｡

代表的な例は,省エネルギl-を目的としたTliり御や時ri一絹;ニに

んむじあるいは不時に生ずるとけ殊な交通需要に対するサ【ビス

の強化 掛二は防犯_じから行なうエレベ【タ【機能のしゃ断

などであるが,これらは防災管f抑割巨三と｢司様ビルの管f至附く系

と密才妾に結びつくので,防災センターあるいは中火管理1三で

集中制御されるのか 一般である[,

表1に,管増システムと関連をもつ糾屯の管制逆転の機能

とその制御内茶をホす｡これらの運転方法は,計画時点にビ

ルの規模や用途からその必要性をよく検討し,取すプチ選択を願

うべきものである｡

6】 エレベーターの監視システム

3.1監視システムの構成と機能

監視システムは,エレベーターーの連行二状況を監こ祝するため

の表ホ装置と,l坊災･11二埋システムの中心となるrl棚卸指令機
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衰l ビル管理に関連Lたエレベーターの管制運転 ピル管理上

必要な条件やサービスの重点化なとナ,目的に合わせて各種の管制運転を備えて

おく と便利である｡

名 称 エレベーターの制御内容

パーキング制御
日曜祭日など.エレベーターを使用しない場合は,特

定階でエレベーターを休止する｡

ピークカット制御
ビルの電力需要がピークとなり消費量の軽減を必要とす

るとき,交通需要を判断Lながら運転台数を削減する0

強制呼び戻し制御
重要来客の案内などのため,走行中のエレベーターを

強制的にロビー階へ呼び戻す｡

1

特定階運転制御
エレベーターのサービス階を特定暗に限定し,他の階

はサービスしない｡

レストランサービス
ロビー階と展望回廊やレストランのある階との問を直

行運転し,輸送力の増強を匡lる｡

VIP サー ビ ス
重要来客のため特設のl台を群制御より切り離L来客

サービス専用とする｡

自 動 救 出 運 転

並設エレベーターのl台が急行ゾーン階で故障停止し

た場合,隣設エレベーターを故障エレベーターに自動

的にドッキングL乗客を救出する｡

緊 急 停 止 制 御

エレベーターかご内での犯罪を防止するため,緊急停

止スイッチの操作により走行中のエレベーターは最寄

階に停止し,同時に防災センターに通報する｡

;主:VIP=Ve｢Ylmpo｢tant Pe｢SOn

交通需要信号

群管理故障

管制運転(全台)完了

機械室温度異常

運転方向信号

かご位置信号

安全装置動作

管制運転完了

表 示

ラ ン プ

点灯表示

グラフィック

C R T

運 転 方 向 表 示

か ご 位 置 表 示

安全装置動作表示

群管理故障表示

警 報 ブ ザ
ー

運転方向信号

かご位置信号

安全装置動作

管制運転完了

李二

運転方向信号

かご位置信号

安全装置動作

消防就(三雲)

同 左

地震管制完了表示

同 左

火災管制完了表示

同 左

自家発電管制完了表示

指令操作
操 作 卓

操 作 盤

救 出 運 転 操 作

運行システム切替操作
地震管制運転操作 火災管制運転操作

自家発電管制運転操作
継 続 運 転 操 作

通 報 装 置 イ ン タ
ー

ホ ン
イ ン タ

ー

ホ ン

非 常 放 送

イ ン タ
ー

ホ ン

非 常 放 送

イ ン タ
ー ホ ン

非 常 放 送

平 常 時 地 震 時 災火 時 自 家 発 電 時

●

●■

主な機能は

同 左

15

電
電

発家

買
自

80Gal

150Gal

煙 感 知 器

熱 感 知 器

図3 エレベーター監視システム 防災センターに設置された,エレベーター監視盤を中心とした標準

的な監視システムによる7台(うちl台は非常用)のエレベーターの監視･管制の構成を示している｡エレベータ

ーと監視盤などの間は.矢印で示したとおり,情報･指令が伝えられ,密接に結ばれている｡

B G
■

M

(Baokground Music)
一

斉 放 送
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器,変にエレベーターかご内乗客やエレベ【タ一機イ戒ヨ一三との

連絡のための通報装置から構成されている｡図3に標準的な

エレベーター監視システムの構成と機能を示す｡

同図でエレベーター監視盤は,防災センタ"枚び中火管理

羊主に設置され(ビルの規模によりいずれか一方の場介もある),

管理部まこの監視盤によリエレベーターの運行状況や故障発

生を監視できる｡また非常時には,電源設備･地宗感知器･

火災報知設備など防災システム機器と連動して,前述した各

穐管制運転を指令し,エレベーターの動作を確認しながら防

災活動が行なえる｡表2に,これらの監視機能を分類して示

す0 すなわち,各種の監視内容に従って,エレベーター単独,

又はグル【プごとのいずれかに監視･表小され,各管制運転

指令がどのように操作されるかについてまとめてある｡ビル

管理者がこれらの機能を熟知し,監視･操作可能範岡に監視

機能をシステムの計画時点で選択することも大切である｡

また通報装置は,かご及びエレベーター機械宇との連絡用

として,高声何時通読方式のインタ【ホンを才采用し,状況の

判断を的確にする情報の収集や,エレベータ【乗客に対する

案内誘導を行なうことを目的としているため,エレベ…タ専

用のインターホンが用いられる｡更に,ビル内非常放送装置

の端末スピーカを,エレベーターのかご内にも設けておけば

平常時,非常時の一斉放送案内が同時に行なえる利点がある｡

3.2 ディジタル表示器

監視盤の機能の大半は,ビル内エレベーター群全体の運行

状i妃を集中監視することにあるから,表示器は重要な要素で

ある｡特に,エレベーターの位置表示器は不可欠の要素であ

り,エレベーター台数とサービス階床数とが増加すると,従

来多用されていた白熱ランプによる表示方式では難点が生じ

てきている｡すなわち,表示内容を迅速に理解するには不便

であったり,ランプの信頼性や実装面積などにも問題が生ず

ることなどである｡このため,-鼓近の大規模な監視盤には発

光ダイオードによる7セグメント･ディジタル表示器を利用

する例が多い｡これによれば,必要な情報が常に一点に表示

でき判断が迅速に行なわれるとともに,小形(ランプ表示方

式の約÷),高信頼性,表示の明瞭性などの特長をもってい

る｡図4は,この表示器を採用した監視盤の実例を示すもの

である｡

3.3 最近の監視システムの動向

近年,大形コンピュータによるビル総合制御システム(い

わゆるビルコン)の普及が目覚ましく,大規模ビルの場合エレ

ベーター監視システムが,ビルコンシステムの一部として計

画されるケ【スが多くなってきた｡この場合には,ビル総合

制御システムとして,一貫した集中管手堅と監視機能の高度化

が可能であるほか,大形コンピュータシステムのブラウン

管(以下,CRTと略す),ラインプリンタなどの出力･表示

装置を有効に活用できるなどの特長がある｡次に,その代表

的な実施例により,鼓近の動向を紹介し,計画の参考に供し

たい｡

(1)CRTによるエレベーター監視

エレベーター監視盤の表示機能を,ビルコンシステムの一

表2 エレベーター監視機能一覧 エレベーター監視磯能を監視系統に分類Lて,その内容と表示単位,

表示器及び指令操作方法をまとめた｡

監視

系統
内 容

表 示 単 位 表 示 器 指 令･操 作

備 考

全台共通芸ル‾孟
各 号 機

ランプ又は

グラフィック

アラーム

(ブザー)

自 動
手 動

一

斉 スケジュール

動力

電i原

買電電三原

自家発電電三原

○

○

○

○

エレベーターに買電供給

エレベーターに自家発電供給

平

常

時

単独電源

運転方向

かご位置

安全装置動作

群管王里故障

管制運転完了

機械室温度異常 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

号機表示兼用

ディジタル表示可能

蒜
震非

火

竿常
自

霊時
電

地震管制

地震管制完了

地震イ亀速運転

火災管制

火災管制完了

自家発電管制

自家発電管制完了

帰着,継続選択

(⊃

○

○

○

○

○

○

○

○

(⊃

○

○

○

○

○ノ

○‾

○

‾○

○

】○

○

○

自動,手動一切替

急行ゾーンをもつエレベーター

自動.手動切替

自動,手動切替

ペ非
l常
タ用
lェ

レ

消防運転

一次消防運転

二三欠消防運転

○

○

○

○

○

(⊃

○

非常用エレベーターのみ

通
報

インターホン

非常放送

○

○

○

○

○ 呼び出し号模表示

そ

の

他

救出運転

VIP運転

警報停止

ランプチェック

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

アラーム(ブザー)リセット
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岱ニ
〆ダ

●一1-㌦

､-

図4 発光ダイオード表示器によるエレベーター監視盤(三井物産

ビル圧方災センター) 最近の大規模なエレベーター監視盤に,二の表示器

を採用するケースが増加している｡

部に連動させ,システムの構成機器の一つであるCRTにも

たせたものである(図5)｡このケースでは,CRT.卜の表示

内`存がソフトウェア処理で比較的白1-j二_1にできるので,多数の

情報を一一定のサイズ内に表ホできる特長をもっている｡

(2)データロギングによるエレベーター監視3)

ビルコンによる防災制御システムでは,非常時でのシステ

ムの動作を,データロギング処理によって記録･監視する例

も多い｡図6の例では,エレベータu了別御システムから各種

の信号をビルコンシステムに送イ言し,管制運転によるエレベ

【ターの逆行二状況をも言亡錨･監視できるようにしている｡こ

のシステムは,監視機能の信束副生が高いばかりでなく,平常

時でのエレベーター故障の記金利二も利用できるなど,有効な

方式といえよう｡

(3)ビルコンによる管制運一転制御と監視

図7は,ビルコンとの連携を更に強めたもので,･エレベ【

ター監視盤として例えば防災センター内集中監視盤上のグラ

フィックパネルを使用し,更にエレベMター管制運転指令を

ビルコンシステムから与える最新のビル総合制御システムの

一部として♂つエレベーター監視システムの標主宰的な構成である｡

このシステムの実二抱例を図8に示す｡ここでは,前述した

表2にホす各種の監視･管制機能のほとんどをビルコン処理

で行なうもので,防災システムとの協調により,高度なビル

総f守備り御が行なわれている｡

同ビルには乗用エレベーターをはじめとしf結l‾27台のエレ

ベmタ一群があー),これらの連行監視･管制運転指令は,中

継リ レー盤を介してエレベーターとビルコンの相互に送受さ

れており,信号数は約1,200点にもなっている｡

更に,ビルコン例の保守,点検,故障などの際には,コン

ピューター解除指令により,エレベータ監視用パネル部上の

操作スイッチで全管制運転が可能となるようバックアップ機

能をも付加している｡

巴 エレベーター監視システムの将来

エレベーターはビル内の唯一の縦の輸送設備として,防災･

管制の両システムから,今後ますます発展するコンピュータ

によるビル総合制御システムの中での位置づけは更に重要視

■■

■■

播

1車

図5 CRTによるエレベーター監視(新宿住友ビル防災センター)

時々刻々のエレベーター運転二状況を芦方災センターのCRTに表示L,監視する｡

されてく る｡

大規模ビルでのエレベーター監視システムは,ビル総合制

御システムとの協調が行なわれ,その監視･管制機能が高度

化されるとともに,ビル内でのエレベーターの役割をいっそ

う増加し,安全なビルシステムへのアプローチに大きく寄与

することになろう｡例えば,監視機能は現在のエレベータⅥ

運行監視からエレベーター群の乗客へのサービスニ状態監視と分

析,更にエレベーターの故障表示から故障分析,故障診断に

まで発展することになろう｡

一方,中小ビルでもビルのイ米全,管理の省力化のニーズか

ら,近い将来ビル群の監視システムとして総括音別御されると

派､ヰ

叫
J
㌢

図6 データロギングによるエレベーター監視(株式会社三和銀行

本店中央監視室) ビルコンとの連動で.エレベーター運行状況はデータ

ロギングされ,エレベーターの自動監視が行なわれる｡二の方式は,ビルコン

とエレベータシステムの連動が比較的容易であり,実施例も多い｡
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誘

図了 ビル総合制御システムの構成 ビルコンによる防災制御システムとエレベーター監視システムと

が連動Lた標準的なシステム構成を示Lた｡エレベーターの監視･管制制御は,二のシステムの中で他の匡方災設

備と有機的に結ばれている｡

巧▲えられる4)｡この中では,エレベーターの監視･管制は人

規模ビルと同様に重要な要素として坪くり上げられよう｡

また,管理人が不在の場合,ノブ-一一,エレベーターが一枚障し

た際に保守サービス会社へ電話回線を通じて自動通報し,サ

ービスマンと,かご内乗客とが直接通話できる新しく開発し

l垂

/←一一 〝､:l

1ヽ

､:′も.

脚

､すご㌫ニ…

隻･

ナ■柵

図8 ビルコンによるエレベーターの監視･管制用集中監視パネ

ル(安田火災海上保険株式会社本社ビルt防災センター) ピルコン

により,エレベーターは自動的に監視･管制制御されるが,万一,ビルコンが

故障した際は,ニの集中監視パネル(右端)上の操作部でバックアップできる｡
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た故障通報システムが実用化されていくであろう｡

臼良二黎廷作所は,このようにエレベーター監視システムか,

ビルコンを含めたシステム指向の将来に対して､エレベーータ

”メMカMとともに,ビルコンメーカーでもあることから,

更に松雄化するこれらのシステムの収りまとめとして捻子ナ技

術力をフルに発揮して,ユMサーの期待に卜分こたえられる

ものと信じている｡

同 結 言

ビルの効率的な運用と安全性の確保の両面から,エレベー

ターの管制逆転とその監視システムが重要視されてきている

現二伏を,最近の実例を含めて紹介し参考に供した｡これらの

システムの計画に当たっては,ビルの特徴や設備などとの関

連を含めて十分な検討を必要とするが,本稿で述べた標準方

式は多数の実績をもっており,最も適切なものと確信している｡

ビル総合管理システムは,今後より充実したものに発展し

ていく ものと考えられており,エレベーターもその一環とし

て,よr)フレキシブルな対応が可能になるよう研毒費を深めて

いく考えであるが,関係各位の御批判,御指導をいただけれ

ば幸いである｡
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